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過去１５万年間の東アジア冬季モンスーン変動
The East Asian winter monsoon variability during the past 150,000 years
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東アジア冬季モンスーンの軌道強制に対する応答はいまだ明らかではない．本研究では，南シナ海と西部太平洋暖水
塊地域の水温差を東アジア冬季モンスーンのプロキシとしてみなし，過去１５間年間の東アジア冬季モンスーン変動を
復元した．水温差変動は歳差運動周期を示し，モンスーンが低緯度域日射変動に応答するとする Kutzbach (1981)の仮説
と調和的であったが，モンスーンが離心率変動に応じるとする従来の海洋堆積物およびレスにもとづく研究の結論とは
矛盾した．冬季モンスーンの極大は５月の近日点に対応し，６月近日点で極大になるとする Kutzbach (1981)モデルとは
完全には一致しなかった．東アジア冬季モンスーン強度変動はインド夏期モンスーン強度変動とちょうど逆位相である，
このふたつのモンスーンのダイナミクスが連携していたことが示唆された．
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